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(57)【要約】
【課題】本発明は、使用するのに便利であるマウスポイ
ンタ制御方法を提供する。
【解決手段】本発明に係るマウスポインタ制御方法は、
タッチパッド及びマウスポインタを表示するためのディ
スプレイを備えるコンピュータに適用され、タッチパッ
ドが第一押圧ジェスチャーを感知するステップと、タッ
チパッドが、第一押圧ジェスチャーがタッチパッド上で
感知され続ける間、第二押圧ジェスチャーを感知するス
テップと、コンピュータシステムが第一押圧ジェスチャ
ーと第二押圧ジェスチャーとの位置関係に基づいて、マ
ウスの左ボタン或いは右ボタンの機能を実現するステッ
プと、を備える。
【選択図】図７
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　タッチパッド及びマウスポインタを表示するためのディスプレイを備えるコンピュータ
に適用されるマウスポインタ制御方法であって、
　前記タッチパッドが、第一押圧ジェスチャーを感知するステップと、
　前記タッチパッドが、前記第一押圧ジェスチャーが前記タッチパッド上で感知され続け
る間、第二押圧ジェスチャーを感知するステップと、
　コンピュータシステムが、前記第一押圧ジェスチャーと前記第二押圧ジェスチャーとの
位置関係に基づいて、マウスの左ボタン或いは右ボタンの機能を実現するステップと、
を備えることを特徴とするマウスポインタ制御方法。
【請求項２】
　前記コンピュータシステムは、前記第二押圧ジェスチャーが前記第一押圧ジェスチャー
の左側に位置する場合、マウスの左ボタン機能を実現し、前記第二押圧ジェスチャーが前
記第一押圧ジェスチャーの右側に位置する場合、マウスの右ボタン機能を実現することを
特徴とする、請求項１に記載のマウスポインタ制御方法。
【請求項３】
　前記第二押圧ジェスチャーが前記第一押圧ジェスチャーの左側に位置する場合、前記タ
ッチパッドが、クリックジェスチャーを示す第二押圧ジェスチャーを継続的に感知すると
、前記コンピュータシステムは、マウスの左ボタンのクリック機能を実現し、前記タッチ
パッドが、ダブルクリックジェスチャーを示す第二押圧ジェスチャーを継続的に感知する
と、前記コンピュータシステムは、マウスの左ボタンのダブルクリック機能を実現し、前
記第二押圧ジェスチャーが前記第一押圧ジェスチャーの右側に位置する場合、前記タッチ
パッドが、クリックジェスチャーを示す第二押圧ジェスチャーを継続的に感知すると、前
記コンピュータシステムは、マウスの右ボタンのクリック機能を実現することを特徴とす
る、請求項２に記載のマウスポインタ制御方法。
【請求項４】
　前記第一押圧ジェスチャーと前記タッチパッドとの接触区域は、第一タッチポイントで
あり、前記第二押圧ジェスチャーと前記タッチパッドとの接触区域は、第二タッチポイン
トであり、前記タッチパッドが、前記第二押圧ジェスチャーが前記第一押圧ジェスチャー
の左側に位置することを感知した後、前記第一タッチポイント及び第二タッチポイントか
らスライドするスライドジェスチャーを感知すると、マウスの左ボタンのドラッグ機能を
実現し、前記タッチパッドが、前記第二押圧ジェスチャーが前記第一押圧ジェスチャーの
右側に位置することを感知した後、前記第一タッチポイント及び第二タッチポイントから
スライドするスライドジェスチャーを感知すると、マウスの右ボタンのドラッグ機能を実
現することを特徴とする請求項２に記載のマウスポインタ制御方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、マウスポインタ制御方法に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来のノート型パソコンにおいて、タッチパッド（Ｔｏｕｃｈｐａｄ）は、マウスに替
わって、データの入力などに使用されおり、ユーザは、このタッチパッドを操作すること
により、表示画面に表示されるマウスポインタを移動することができる。しかし、従来の
タッチパッドは、タッチパッド上に設けられた２つのボタンによってマウスの左右ボタン
の機能を実現するため、使用するのに不便である。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　前記課題を解決するために、本発明は、使用するのに便利であるマウスポインタ制御方
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法を提供する。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　本発明に係るマウスポインタ制御方法は、タッチパッド及びマウスポインタを表示する
ためのディスプレイを備えるコンピュータに適用され、前記タッチパッドが第一押圧ジェ
スチャーを感知するステップと、前記タッチパッドが、前記第一押圧ジェスチャーが前記
タッチパッド上で感知され続ける間、第二押圧ジェスチャーを感知するステップと、コン
ピュータシステムが前記第一押圧ジェスチャーと前記第二押圧ジェスチャーとの位置関係
に基づいて、マウスの左ボタン或いは右ボタンの機能を実現するステップと、を備える。
【発明の効果】
【０００５】
　従来の技術と比べて、本発明のマウスポインタ制御方法は、タッチパッドに入力する異
なるジェスチャーに応じて、マウスの左右ボタンの機能を実現することができる。従って
、使用するのに便利である。
【図面の簡単な説明】
【０００６】
【図１】本発明の実施形態に係るマウスポインタ制御方法を実行するコンピュータのブロ
ック図である。
【図２】図１に示したコンピュータの斜視図である。
【図３】図２に示したコンピュータを使用する過程を示す図である。
【図４】図２に示したコンピュータを使用する過程を示す図である。
【図５】図２に示したコンピュータを使用する過程を示す図である。
【図６】図２に示したコンピュータを使用する過程を示す図である。
【図７】本発明の実施形態に係るマウスポインタ制御方法のフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【０００７】
　以下、図面を参照して、本発明の実施形態について説明する。
【０００８】
　図１を参照すると、本発明の実施形態に係るマウスポインタ制御方法を実行するコンピ
ュータは、コンピュータシステム１０、タッチパッド３０及びディスプレイ５０を備える
。コンピュータシステム１０は、タッチパッド３０及びディスプレイ５０に接続される。
また、コンピュータシステム１０は、中央処理装置（ＣＰＵ）１１、記憶装置１３及び入
出力インターフェース１５を備える。コンピュータシステム１０は、オペレーティングシ
ステムによってディスプレイ５０に表示されるマウスポインタの、クリック、移動、ドラ
ッグ、スクロール等の動作を実行することができる。
【０００９】
　図２を参照すると、前記コンピュータは、ノート型パソコンである。タッチパッド３０
は、ほぼ矩形を呈する。また、タッチパッド３０は、カーボンナノチューブからなるタッ
チパッドであっても良い。
【００１０】
　コンピュータシステム１０は、ユーザがタッチパッド３０に入力する異なるジェスチャ
ーに応じて、マウスの左右ボタンの機能を実現する。図３に示すように、例えば、ユーザ
が右手の中指でタッチパッド３０を押した後、人差指でタッチパッド３０を押すと、コン
ピュータシステム１０は、ユーザが入力した前記ジェスチャーに応じて、マウスの左ボタ
ンの機能を実現する。これにより、ユーザが人差指でタッチパッド３０をクリックすると
、コンピュータシステム１０は、マウスの左ボタンのクリック機能を実現し、また、人差
指でタッチパッド３０をダブルクリックすると、コンピュータシステム１０は、マウスの
左ボタンのダブルクリック機能を実現する。
【００１１】
　図４に示すように、ユーザが右手の中指でタッチパッド３０を押した後、薬指でタッチ
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パッド３０を押すと、コンピュータシステム１０は、ユーザが入力した前記ジェスチャー
に応じて、マウスの右ボタンの機能を実現する。これにより、薬指でタッチパッド３０を
クリックすると、コンピュータシステム１０は、マウスの右ボタンのクリック機能を実現
する。
【００１２】
　図５に示すように、ユーザが右手の中指でタッチパッド３０を押した後、人差指でタッ
チパッド３０を押すと、コンピュータシステム１０は、ユーザが入力した前記ジェスチャ
ーに応じて、マウスの左ボタンの機能を実現する。この際、人差指及び中指のタッチパッ
ド３０におけるタッチポイントをそれぞれＡとＢとに設定した後、人差指及び中指を共に
タッチポイントＡ及びＢからタッチパッド３０上でスライドさせると、コンピュータシス
テム１０は、ユーザが入力した前記ジェスチャーに応じて、マウスの左ボタンのドラッグ
機能を実現する。これにより、マウスポインタは、表示画面の中で移動する。
【００１３】
　図６に示すように、ユーザが右手の中指でタッチパッド３０を押した後、薬指でタッチ
パッド３０を押すと、コンピュータシステム１０は、ユーザが入力した前記ジェスチャー
に応じて、マウスの右ボタンの機能を実現する。この際、中指及び薬指のタッチパッド３
０におけるタッチポイントをそれぞれＢとＣとに設定した後、薬指及び中指を共にタッチ
ポイントＢ及びＣからタッチパッド３０上でスライドさせると、コンピュータシステム１
０は、ユーザが入力した前記ジェスチャーに応じて、マウスの右ボタンのドラッグ機能を
実現する。
【００１４】
　図７に示すように、本発明の実施形態に係るマウスポインタ制御方法は、以下のステッ
プＳ２０１～ステップＳ２０４を備える。
【００１５】
　ステップＳ２０１において、コンピュータを起動する。
【００１６】
　ステップＳ２０２において、タッチパッド３０は、第一押圧ジェスチャーを感知する。
ここで第一押圧ジェスチャーとは、例えば、中指でタッチパッド３０を押すことである。
【００１７】
　ステップＳ２０３において、タッチパッド３０は、第一押圧ジェスチャーがタッチパッ
ド３０上で感知され続ける間、第二押圧ジェスチャーを感知する。ここで第二押圧ジェス
チャーとは、例えば、人差指でタッチパッド３０を押すことである。
【００１８】
　ステップＳ２０４において、コンピュータシステム１０は、第一押圧ジェスチャーと第
二押圧ジェスチャーとの位置関係に基づいて、マウスの左ボタン或いは右ボタンの機能を
実現する。例えば、人差指が中指の左側に位置する（つまり右手）場合、コンピュータシ
ステム１０は、マウスの左ボタン機能を実現する。
【００１９】
　さらに、マウスポインタ制御方法は、タッチパッド３０において、二本の指をこの二本
の指のタッチポイントからスライドさせることによって、ドラッグ機能を実現することを
備える。例えば、タッチパッド３０上における人差指及び中指のタッチポイントをそれぞ
れＡとＢとに設定した後、人差指及び中指をタッチパッド３０上で共にこのタッチポイン
トＡ及びＢからスライドさせると、コンピュータシステム１０は、ユーザが入力した前記
ジェスチャーに応じて、マウスの左ボタン或いは右ボタンのドラッグ機能を実現する。さ
らに、マウスポインタ制御方法は、図３及び図４に示すようなマウスの左右ボタンのクリ
ック機能及びマウスの左ボタンのダブルクリック機能を実現することを備える。
【符号の説明】
【００２０】
　　１０　コンピュータシステム
　　１１　中央処理装置
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　　１３　記憶装置
　　１５　入出力インターフェース
　　３０　タッチパッド
　　５０　ディスプレイ

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】
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